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ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

の
ガ
ス
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
で
、
イ
ス
ラ

ム
原
理
主
義
過
激

派
に
よ
る
と
見
ら

れ
る
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、
日

本
人
を
含
む
30
数
名
が
犠
牲
に

な
っ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
は
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

る
。
▼
こ
の
事
件
に
は
色
々
と

考
慮
す
べ
き
点
が
あ
る
。
犠
牲

者
が
多
数
と
な
っ
た
の
は
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
強
硬
姿
勢
が

問
題
と
な
ろ
う
。
日
本
政
府
に

は
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
し
か
し
テ
ロ
リ
ス
ト
側
に

は
人
命
尊
重
の
姿
勢
は
全
く
な

か
っ
た
よ
う
で
、
慎
重
に
交
渉

し
て
い
て
も
人
質
の
命
が
救
え

た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
▼
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
背
景
に
は

南
北
問
題
な
ど
に
よ
る
格
差
社

会
が
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
テ

ロ
リ
ス
ト
を
武
力
で
封
じ
込
め

る
こ
と
の
困
難
さ
を
今
回
の
事

件
は
示
し
て
い
る
。
自
衛
隊
を

こ
の
よ
う
な
状
況
で
派
兵
し
て

も
全
く
役
に
立
た
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
▼
テ
ロ
リ
ス
ト
や
通

り
魔
殺
人
な
ど
の
対
策
に
は
精

神
医
学
上
の
対
策
も
必
要
と
思

わ
れ
る
。
彼
ら
の
精
神
は
全
く

破
壊
さ
れ
て
い
て
人
間
性
の
か

け
ら
も
な
い
。
道
徳
教
育
ぐ
ら

い
で
対
策
に
な
る
と
は
思
え
な

い
。
出
口
の
な
い
閉
塞
状
況
が

凶
悪
な
行
為
に
走
ら
せ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
▼
安
定
し
た
生
活

状
態
で
は
人
間
は
異
常
行
動
に

走
ら
な
い
と
考
え
る
。
毎
日
の

食
に
も
欠
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
精
神
的
に
お
か
し
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。
弱
肉
強
食
状

態
で
は
相
手
を
倒
し
て
食
べ
る

こ
と
の
み
考
え
る
。
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
る
余
裕
な
ど
生
ま

れ
な
い
。
弱
肉
強
食
状
態
で
は

道
徳
な
ど
存
在
し
な
く
な
る
。

道
徳
教
育
よ
り
も
弱
肉
強
食
状

態
の
解
消
の
ほ
う
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
格
差
社
会

の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。�（
海
）

今　号　の　記　事

組
織
部
長　
　

池
本　

恒
彦

三木市で地域医療懇 ２日間で100人が参加

認知症治療 連携深めよう

　

地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会

は
、
各
地
の
医
療
活
動
の
経
験

を
交
流
し
、
地
域
医
療
・
保
健

・
福
祉
の
あ
り
方
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
県
下
11
支
部
を
巡
回

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

　

23
日
に
は
、「
北
播
磨
地
域

に
お
け
る
認
知
症
治
療
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

林
武
志
先
生
（
は
や
し
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
宮
﨑
恵
美

氏
（
め
ぐ
み
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
代
表
）、
佐
藤
一
彦
先

生
（
加
東
市
民
病
院
神
経
内
科

部
長
・
兵
庫
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
長
）、
亥
下
徳
子

氏
（
円
融
会
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘

看
護
職
主
任
）
が
話
題
提
供
。

　

田
渕
光
理
事
を
座
長
に
、
か

か
り
つ
け
医
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
認
知
症
専
門
医
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
外
来
～
在

宅
～
施
設
に
至
る
認
知
症
高
齢

者
の
症
例
や
職
種
間
連
携
の
在

り
方
を
検
討
し
た
。

　

佐
藤
先
生
は
「
北
播
磨
地
域

で
は
、
昨
年
度
当
病
院
が
医
療

セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
た
。

地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携

を
緊
密
に
し
な
が
ら
、
今
後
の

地
域
住
民
の
高
齢
化
へ
の
対
応

を
強
化
、
地
域
医
療
の
水
準
向

上
を
め
ざ
し
た
い
」「
暴
力
行

為
な
ど
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
周
辺
症

状
）
が
強
い
患
者
へ
の
介
入
の

判
断
基
準
は
、
第
一
が
非
薬
物

的
対
応
＝
ケ
ア
。
効
果
不
十
分

の
時
に
薬
物
療
法
を
組
み
合
わ

せ
る
べ
き
」
な
ど
と
し
た
。

　

同
日
に
は
、
移
動
理
事
会
も

開
催
し
た
。

知
症
患
者
が
作
業
療
法
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
に
よ
り
、
運
動
機
能
の
維
持

・
向
上
や
記
憶
の
活
性
化
を
図

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
見
し
た
。

　

ま
た
、
同
病
院
理
事
長
の
森

村
安
史
先
生
が
特
別
講
演
し
、

病
院
の
沿
革
の
ほ
か
、
認
知
症

地
域
連
携
パ
ス
（
オ
レ
ン
ジ
手

帳
）
を
用
い
た
病
診
連
携
や
施

設
間
の
情
報
共
有
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

　

（
次
号
に
参
加
者
の
感
想
を

掲
載
）

　

24
日
の
「
大
村

病
院
施
設
見
学
会

～
認
知
症
治
療
病

棟
の
実
際
」
は
、

大
村
病
院
（
精
神

科
・
神
経
科
・
４

４
５
床
）
の
認
知

症
治
療
病
棟
内
で

生
活
機
能
訓
練
の

現
場
を
見
学
。
認

　

長
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
い
た

協
会
「
休
業
保
障
制
度
」
の
加

入
受
付
を
、
３
月
１
日
か
ら
再

開
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
の
助
け
合
い
の

自
主
共
済
を
規
制
す
る
改
悪
保

険
業
法
の
施
行
以
来
、
７
年
ぶ

り
の
募
集
再
開
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、「
休
業
保
障
制
度
」

へ
の
加
入
の
お
問
い
合
せ
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ご
希
望
に
添

え
な
か
っ
た
先
生
方
か
ら
、
順

次
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

７
年
ぶ
り
の
「
休
業
保
障
制

度
」
募
集
に
合
わ
せ
て
、
協
会

は
３
月
１
日
か
ら
「
春
の
組
織

強
化
月
間
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
６
月
末
ま
で
に
１
５
０
人

の
新
た
な
入
会
者
を
迎
え
る
計

画
を
立
て
、
会
員
数
７
１
５
０

人
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
休
業
保
障
制
度
」
の
募
集

再
開
に
よ
り
、
協
会
の
３
大
共

済
制
度
「
休
業
保
障
制
度
」

「
グ
ル
ー
プ
保
険
」「
保
険
医

年
金
」
を
そ
ろ
っ
て
ご
案
内
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

春
は
、「
休
業
保
障
制
度
」
再

開
を
柱
に
、
多
く
の
協
会
未
入

会
の
先
生
方
に
入
会
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

「
頼
り
に
な
り

役
立
つ
協
会
」訴
え

　

安
倍
政
権
発
足
か
ら
２
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
消
費
税
増

税
や
税
と
社
会
保
障
一
体
改
革

推
進
な
ど
、
国
民
に
大
幅
な
負

担
を
強
い
る
制
度
改
悪
に
対
し

て
、
批
判
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
２
月
の
オ
バ
マ
米
大

統
領
と
の
首
脳
会
談
で
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
に
大
き
く
踏
み
出

し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、

混
合
診
療
解
禁
と
営
利
病
院
参

入
に
道
を
開
き
、
日
本
の
公
的

皆
保
険
制
度
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

協
会
は
、
市
民
向
け
ク
イ
ズ

チ
ラ
シ
や
、
ラ
ジ
オ
関
西
で
の

「
医
療
知
ろ
う
！
」
コ
ー
ナ
ー

の
番
組
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
広
く
県
民
に
向
け
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
軽
減
等
を
求
め

る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
患
者
署
名
、

国
会
要
請
行
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

協
会
は
、「
頼
り
に
な
り
、

役
に
立
つ
協
会
、
会
員
に
な
っ

て
得
を
す
る
協
会
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
保
険
請
求
や
審
査
・

指
導
相
談
、
税
務
・
雇
用
相

談
、
会
員
懇
談
会
や
臨
床
研
究

会
な
ど
、
会
員
の
身
近
で
役
立

つ
要
求
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

　

勤
務
医
の
入
会
を
広
げ
る
た

め
に
、
県
下
の
病
院
訪
問
や
医

局
説
明
会
の
開
催
等
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
ぜ
ひ
、
開
業
医
、

勤
務
医
の
お
知
り
合
い
に
入
会

を
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

多
職
種
で
連
携
し
、
地
域
の
認
知
症
治
療
を
進
め
よ
う―

。
協
会
は
２
月
23
日
・
24
日
の

２
日
に
わ
た
り
第
29
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
を
三
木
市
内
で
開
催
（
北
播
支
部
・
地

域
医
療
部
共
催
）。「
認
知
症
治
療
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
23
日
に
は
医
師
・
看
護
師
ら
４
人
が

話
題
提
供
。
24
日
に
は
認
知
症
治
療
に
取
り
組
む
大
村
病
院
を
見
学
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
74

人
、
28
人
が
参
加
し
、
認
知
症
患
者
へ
の
対
応
経
験
な
ど
を
交
流
し
あ
っ
た
。

多
職
種
で
経
験
を
共
有

大村病院･森村理事長がオレン
ジ手帳の活用例を紹介（24日）

23日にはかかりつけ医、訪問看護師ら４人が話題提供を行い連携の在り方を検討

県
立
子
ど
も
病
院
は

　

ポ
ー
ア
イ
移
転
で
い
い
の
？

ご活用ください
追加注文は　　　　　
☎078－393－1807まで

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

３月１日から　　
春の組織強化月間

「
休
業
保
障
制
度
」の
再
開
知
ら
せ

入
会
の
お
声
か
け
を

休業保障制度
加入受付を再開！

５面に広告

病気やケガのとき安心

毎
週
木
曜
19
時
40
分
～
20
時
頃

ラ
ジ
オ
関
西
番
組
出
演

「
医
療
知
ろ
う
！
」

　
　
　
　
　
　

放
送
中
! !

Ａ
Ｍ
５
５
８
ｋ
Ｈ
ｚ
／
１
３
９
５
ｋ
Ｈ
ｚ（
県
北
部
）

３面神戸空港　開港７年を検証する

２面地域医療部サ高住施設見学会

６面診内研より
見逃してはいけない血算（上）

研
面
究

月刊保団連３月号に同封

掛
金
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確
定
申
告
と
日
常
業
務
の
双
方
に
対

応
。
医
業
所
得
の
計
算
、
損
益
計
算

書
の
作
成
、
措
置
法
の
選
択
、
保
険

医
年
金
・
休
業
保
障
・
グ
ル
ー
プ
保

険
等
と
税
金
、
消
費
税
計
算
の
基

本
、
確
定
申
告
書
の
記
載
例
な
ど
詳

述
。

　

地
域
医
療
部
は
２
月
16
日
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
（
略
称
サ
高
住
）
施
設
見
学

会
を
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
鷹
取

（
長
田
区
）、
ケ
ア
ホ
ー
ム
布

引
（
中
央
区
）
で
開
催
し
た
。

地
域
医
療
部
員
の
住
友
直
幹
先

生
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

サ
高
住
と
は
、
高
齢
単
身
・

夫
婦
世
帯
が
安
心
し
て
居
住
で

き
る
賃
貸
住
宅
で
す
。
高
齢
者

の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
（
通
称　

高
齢
者
住
ま
い

法
）
が
２
０
１
１
年
10
月
に
施

行
さ
れ
た
後
、
１
年
余
で
約
９

万
戸
が
登
録
さ
れ
、
国
交
省
は

今
後
10
年
間
で
60
万
戸
の
確
保

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
構
造
で
あ
り
安
否
確
認

を
の
べ
17
人
の
参
加
を
得
て
訪

問
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
20
数

戸
の
規
模
で
、
訪
問
介
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
隣
接
し
て
お
り
、

生
活
援
助
・
身
体
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
や
す
い
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
事
は
外
部
委
託
で
、
食
費

込
み
の
総
費
用
は
約
12
・
４
～

・
生
活
相
談
等

の
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
が
必
須
と

さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
今
回
サ

高
住
の
施
設
見

学
会
が
企
画
さ

れ
た
の
で
参
加

し
ま
し
た
。
病

院
跡
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
た
鷹
取

の
施
設
（
株
式

会
社
）
お
よ
び

新
築
の
布
引
の

施
設
（
医
療
法

人
）
の
２
箇
所

15
万
円
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
印

象
で
し
た
。
ま
た
敷
金
は
０
～

28
・
５
万
円
と
低
額
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
24
時
間
職
員

が
常
駐
し
て
お
り
安
心
感
は
あ

り
ま
す
。
最
期
の
看
取
り
対
応

は
未
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
ほ

ぼ
満
室
で
し
た
。
全
国
的
に
み

て
も
利
用
者
負
担
額
は
こ
の
程

度
な
の
で
、
単
独
経
営
は
大
変

の
よ
う
で
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
介

護
保
険
給
付
費
は
現
在
の
１
３

６
％
、
保
険
料
は
１
６
５
％
と

増
大
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
サ

高
住
は
在
宅
ケ
ア
と
施
設
ケ
ア

の
中
間
的
な
位
置
づ
け
の
よ
う

で
す
が
、
参
入
事
業
者
の
過
半

数
が
株
式
会
社
で
あ
る
こ
と

は
、
介
護
の
民
営
化
へ
の
布
石

と
も
思
わ
れ
、
注
意
し
て
見
て

い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

【
灘
区　

住
友　

直
幹
】

　

税
務
・
経
営
部
は
２
月
10
日

に
中
村
明
税
理
士
を
講
師
に
青

色
（
白
色
）
確
定
申
告
研
究
会

を
協
会
会
議
室
で
開
催
し
12
人

が
参
加
し
た
。

　

中
村
税
理
士
は
今
年
２
月
発

行
の
『
保
険
医
の
経
営
と
税
務

２
０
１
３
年
版
』（
右
下
）
を

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
確
定
申
告

の
あ
ら
ま
し
か
ら
、
申
告
書
作

成
に
お
け
る
留
意
点
に
つ
い
て

も
解
説
し
た
。

　

中
村
税
理
士
は
、
青
色
申
告

の
特
典
と
義
務
に
つ
い
て
説

明
。
社
会
保
険
診
療
収
入
が
５

０
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
青

色
・
白
色
関
係
な
く
、
四
段
階

特
別
経
費
率
を
使
っ
て
所
得
金

額
を
計
算
で
き
る
特
例
（
租
税

特
別
措
置
法
第
26
条
）
に
つ
い

率
」
が
実
現
す
れ
ば
仕
入
れ
税

額
を
還
付
で
き
る
と
紹
介
し

た
。

　

２
０
１
２
年
度
等
の
税
制
改

正
に
つ
い
て
は
、
震
災
関
連
で

所
得
税
額
に
２
・
１
％
分
上
乗

せ
（
２
０
１
３
年
以
降
）、
個

人
住
民
税
均
等
割
り
１
０
０
０

円
上
乗
せ
、
所
得
税
関
係
で
給

与
所
得
控
除
の
上
限
設
定
（
給

与
収
入
１
５
０
０
万
円
超
で
２

４
５
万
円
）
な
ど
を
紹
介
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
交
際
費
は

ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
か
」

「
措
置
法
選
択
の
場
合
は
、
実

学
計
算
を
必
ず
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
」
な
ど
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
た
。

て
解
説
し
、
そ

の
申
告
書
作
成

方
法
に
つ
い
て

詳
述
し
た
。

　

ま
た
、
消
費

税
の
課
税
事
業

者
か
ど
う
か
の

判
定
時
期
や
申

告
方
法
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

医
療
機
関
の

「
損
税
」
問
題

に
つ
い
て
も
解

説
し
、
協
会
・

保
団
連
の
め
ざ

す
「
ゼ
ロ
税

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
１
月
19

日
に
勉
強
会
「
医
療
機
関
で
知

っ
て
お
き
た
い
医
療
・
福
祉
の

役
立
つ
制
度
」
を
丹
波
市
柏
原

住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
10
人

が
参
加
し
た
。
神
戸
女
子
大
学

講
師
の
阿
江
善
春
先
生
が
講
師

を
務
め
た
。
参
加
者
の
感
想
文

を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
勉
強
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
わ
れ
わ
れ
医
療

に
た
ず
さ
わ
る
人
間
が
患
者
さ

ま
に
寄
り
添
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

　

例
え
ば
今
回
の
勉
強
会
で
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
と
思
っ
た

の
は
、
介
護
保
険
と
介
護
保
障

は
違
い
、
介
護
保
険
だ
け
で
な

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
医
事
課
職
員
が
勉
強

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
福
祉
制
度
に
関
し
て

は
精
神
保
健
福
祉
士
に
ほ
ぼ
全

て
を
任
せ
て
い
た
の
で
、
今
後

は
医
事
課
職
員
で
あ
っ
て
も
こ

う
し
た
制
度
を
熟
知
し
、
精
神

保
健
福
祉
士
と
連
携
し
て
患
者

く
介
護
保
障
と
い
う

大
き
な
枠
組
み
で
１

人
の
人
間
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
。
ま
た

介
護
保
険
と
三
福
祉

（
児
童
・
障
害
者
・

高
齢
者
）
制
度
の
併

用
の
可
能
性
を
考
え

る
視
野
を
持
て
れ

ば
、
複
数
の
制
度
の

適
用
が
地
域
に
広
が

り
、
保
険
が
本
来
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
成
り
立
つ
と

い
う
こ
と
。
こ
の
２

点
を
ぜ
ひ
活
用
し
て

さ
ま
が
充
分
な
制
度
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
勉
強
会
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
の
改
善
点
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も

良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

【
丹
波
市
・
香
良
病
院

�

　

石
井　

悠
木
子
】

　

薬
科
部
は
２
月
２
日
、
県
私

学
会
館
大
ホ
ー
ル
で
研
究
会
を

開
催
し
、
64
人
が
参
加
し
た
。

「
な
ぜ
、
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と

治
療
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
重
要
と

い
え
る
の
か
？
～
新
た
な
知
見

と
考
え
方
～
」
を
テ
ー
マ
に
神

戸
薬
科
大
学
衛
生
化
学
研
究
室

教
授
の
岡
野
登
志
夫
先
生
が
講

演
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を

紹
介
す
る
。

　　

骨
粗
鬆
症
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

（
Ｖ
Ｄ
）
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸

薬
科
大
学
衛
生
化
学
研
究
室
の

岡
野
登
志
夫
教
授
の
講
演
を
拝

聴
す
る
機
会
を
得
た
の
で
報
告

す
る
。

　

ま
ず
控
え
室
で
ご
あ
い
さ
つ

し
た
時
、
ど
こ
か
で
お
目
に
か

か
っ
た
と
思
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
で
骨

粗
鬆
症
を
取
り
あ
げ
た
折
に
Ｕ

Ｖ
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
を
顔
に
塗

り
、
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
か
ざ

し
て
い
ら
し
た
大
学
教
授
！　

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
け
れ

ど
、「
あ
ん
な
に
大
仰
に
し
な

く
て
も
日
照
に
さ
ら
す
こ
と
で

Ｖ
Ｄ
は
産
生
さ
れ
る
。
あ
れ
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
演
出
で
す
」
と
話
さ

れ
た
。

　

魚
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言

っ
て
も
、
紅
ザ
ケ
や
あ
ん
こ

う
、
煮
干
し
、
キ
ノ
コ
と
い
っ

た
な
じ
み
の
食
材
か
ら
Ｖ
Ｄ
は

摂
取
出
来
る
。
現
に
欧
米
で
は

食
品
添
加
物
と
し
て
扱
わ
れ
、

作
動
薬
、
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
等
の

新
薬
が
続
々
と
登
場
し
日
常
的

に
処
方
さ
れ
て
い
る
。（
患
者

数
の
少
な
い
私
の
薬
局
に
も
副

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
Ｐ
Ｔ
Ｈ
製
剤

フ
ォ
ル
テ
オ
が
処
方
さ
れ
、
あ

ま
り
の
高
額
に
驚
い
た
。）

　

こ
の
状
況
の
中
で
Ｖ
Ｄ
の
重

要
性
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
く
る
病
と
結
び
つ
け

て
覚
え
た
栄
養
素
と
し
て
の
Ｖ

Ｄ
と
い
う
よ
り
も
、
Ｃ
ａ
調
整

医
薬
品
と
し
て

の
認
識
は
低
い

と
い
う
。

　

高
齢
化
が
進

み
、
骨
粗
鬆
症

か
ら
骨
折
し
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
低
下
と

な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
骨
粗
鬆

症
に
は
近
年
、

各
種
ビ
ス
ホ
ス

フ
ォ
ネ
ー
ト
、

選
択
的
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
受
容
体

ホ
ル
モ
ン
と
し
て
の
は
た
ら
き

で
あ
り
、
恒
常
性
の
維
持
と
骨

量
変
化
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
代
謝
に
問
題
を
抱
え
る
高

齢
者
に
お
い
て
活
性
型
Ｖ
Ｄ
の

必
要
性
が
高
い
。

　

研
究
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
Ｖ
Ｄ
の
非
カ
ル
シ
ウ
ム
作

用
と
し
て
が
ん
細
胞
の
増
殖
抑

制
、
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
や
イ

ン
ス
リ
ン
等
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌

の
調
整
、
免
疫
調
整
作
用
等
に

も
ふ
れ
て
い
た
だ
き
、
創
薬
へ

の
夢
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
腎
機
能

の
モ
ニ
タ
ー
の
必
要
性
や
、
外

用
薬
で
も
重
篤
な
副
作
用
を
起

こ
し
得
る
こ
と
な
ど
、
臨
床
の

場
で
の
活
性
Ｖ
Ｄ
製
剤
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
、
講
師
と
聴
衆
の
双
方
向
で

の
交
流
が
み
ら
れ
充
実
し
た
２

時
間
と
な
っ
た
。

【
尼
崎
市
・
薬
剤
師

�

　

滝
本　

桂
子
】

ケアホーム布引を見学する参加者
患者さんにアドバイス出来るよう真剣に聞く参加者

多くの参加者が集まり意見を交した

北摂・丹波支部　勉強会

サ高住からみえる
介護の民営化

地域医療部サ高住施設見学会

申告の留意点
わかりやすく解説

青色（白色）確定申告研究会

制度の変更についてなど質問が出された

患者さんのために
福祉制度を学びたい

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
製
剤
に
つ
い
て

活
発
に
議
論

感 想 文

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

宇
野
津　

亨
先
生

姫
路
市　

整
外
・
リ
ハ
科

２
月
18
日　

享
年
79
歳

木
村　

幸
平
先
生

朝
来
市　

内
科
・
外
科

２
月
６
日　

享
年
97
歳

田
中　
　

徹
先
生

川
西
市　

内
・
小
児
科

２
月
20
日　

享
年
78
歳

感
想
文

感
想
文

薬
科
部
研
究
会

日　時　３月23日（土）14時30分～17時　
場　所　県学校厚生会館　７階南会議室
講　師　社会保険労務士　松田　力　氏
参加費　3,000円（医経研会員は無料）
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

●医院経営研究会  ３月例会
ケースで学ぶ労働時間管理

職員さんの働きやすい職場づくりを目指して（仮）
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神
戸
空
港
は
２
０
０
６
年
の
開
港
か
ら
７
年
を
迎
え
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、
神
戸
市
が
「
創
造
的
復
興
」
の

目
玉
と
し
て
打
ち
出
し
た
空
港
建
設
。
し
か
し
、
搭
乗
者
数

は
予
測
の
半
分
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
に
は
赤
字
運
営
で
市

債
償
還
に
追
い
つ
か
ず
、
市
政
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
の
復
興
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
神
戸
空

港
の
検
証
は
重
要
で
あ
る
。
開
港
７
年
と
な
る
２
月
16
日
に

は
、
協
会
神
戸
支
部
が
参
加
す
る
「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空

港
」
の
会
が
集
会
を
開
き
、
空
港
の
現
状
を
検
証
し
、
住
民

本
位
で
な
い
ハ
コ
モ
ノ
重
視
の
復
興
を
進
め
た
神
戸
市
の
姿

勢
を
問
う
た
。

「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」の
会
集
会

神
戸
空
港
開
港
７
年　

赤
字
運
営
つ
づ
く

復
興
事
業
の
あ
り
方 

問
い
な
お
す

空
港
を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に

　

「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」

の
会
が
兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
い
た
「
神
戸
空
港
開
港

７
年
抗
議
と
学
習
集
会
」
に

は
、
約
60
人
が
参
加
。
神
戸
支

部
か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長
・

神
戸
支
部
副
支
部
長
が
参
加

し
、
同
会
代
表
と
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

同
会
事
務
局
長
の
北
岡
浩
氏

は
、
神
戸
空
港
の
実
績
を
検
証

す
る
と
し
て
、
神
戸
市
が
開
港

前
に
発
行
し
た
「
神
戸
空
港
ニ

ュ
ー
ス
」
を
も
と
に
、
現
状
と

の
対
比
を
報
告
。
神
戸
市
は
バ

ラ
色
の
幻
想
を
ふ
り
ま
い
て
き

た
が
、
実
態
は
ひ
ど
い
状
態
で

あ
る
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
赤
字
空
港
の
転
用
策

と
し
て
北
岡
氏
は
、
神
戸
空
港

を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に
し
よ

う
と
の
提
案
を
発
表
し
た
。
売

却
用
の
土
地
以
外
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
敷
き
詰
め
た
場
合
を
試

算
。
コ
ス
ト
、
発
電
見
込
み
等

か
ら
、
建
設
費
３
５
０
億
円
に

対
し
、
年
間
収
入
は
44
億
円
が

見
込
め
、
維
持
管
理
費
10
億
円

を
除
い
て
も
34
億
円
の
収
入
が

見
込
め
る
と
し
た
（
表
）。

　

同
会
は
、
赤
字
を
増
や
し
続

け
る
神
戸
空
港
と
海
上
ア
ク
セ

ス
を
廃
止
し
、
活
用
方
法
を
検

討
せ
よ
と
す
る
決
議
を
採
択
し

た
。

　

学
習
会
で
は
日
本
環
境
学
会

会
長
の
和
田
武
氏
が
「
地
域
主

導
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

よ
る
地
域
社
会
の
発
展
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。

　

石
油
・
ウ
ラ
ン
な
ど
埋
蔵
資

源
に
よ
る
再
生
不
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
有
限
性
や
コ
ス

ト
、
事
故
リ
ス
ク
な
ど
の
特
性

を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
較

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
位

性
を
指
摘
。
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ

ー
ク
な
ど
国
際
的
な
動
向
も
紹

12年度
（4－1月）

11100908072006

25,955,84225,955,842

19,521,41419,521,414 20,577,60820,577,608
16,751,80816,751,808

9,672,3229,672,322 8,538,1758,538,175
6,431,8486,431,848

神戸市の利用者予測旅客数

12年度
（4－1月）

（人）

11100908072006

2,738,1432,738,143
2,972,2122,972,212

3,400,0003,400,000 3,600,0003,600,000 3,800,0003,800,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000

2,576,7262,576,726
2,335,4072,335,407 2,215,0922,215,092

2,565,4052,565,405
2,014,5882,014,588

神戸空港の７年

当初予測大きく下回り
市債償還で自転車操業

住民の力で自然エネルギーを普及し、神戸経済を
活性化しようと、和田氏が訴えた　　　　　　　
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件

　

新
卒
30
万
円
～
、
既
卒
40

万
円
～（
経
験
に
よ
り
優
遇
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
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、

☎
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で

求　

人
②

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

尼
崎
市
潮
江
１

―

３―

35

◇
条　

件　

歯
科
医　

臨
床
経
験
に
応
じ

　

20
万
円
～
90
万
円

衛
生
士　

臨
床
経
験
に
応
じ

　

20
万
円
～
35
万
円

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
詳
し
く
は

www.am
a-dental.com

ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
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３
９
７
１―

６
５
９

２　

事
務
長
・
細
田
ま
で

求　

人
③

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

◇
勤
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地　

赤
穂
市
加
里
屋

駅
前
町

◇
条　

件　

　

歯
科
医　

経
験
２
年
以
上

の
方
、
常
勤
40
万
円
（
週
休

２
日
）、
ア
ル
バ
イ
ト
可

（
２
年
以
上
勤
務
可
能
な

方
）

　

衛
生
士　

パ
ー
ト　

時
給

１
１
０
０
円

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協

会
・
松
村
ま
で

医
院
譲
渡
①

◇
所
在
地　

神
戸
市
中
央
区

元
町
通
３
丁
目
９―

23
ナ
カ

シ
ン
ビ
ル
４
階
南
号
店
、
Ｊ

Ｒ
元
町
駅
西
出
口
、
阪
神
元

町
駅
西
出
口
よ
り
２
～
３
分

◇
物
件
種
別　

地
下
１
階
・

地
上
５
階
建
の
う
ち
４
階
の

一
室
、
４
階
以
上
は
事
務
所

◇
面
積　

59
・
４
㎡
（
18

坪
）

◇
募
集
科
目　

眼
科

◇
そ
の
他　

手
術
室
の
設
備

な
し
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

販
売
所
は
併
設
し
て
い
な
い

が
一
室
別
入
口
あ
り

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７　

協

会
・
田
村
ま
で

医
院
譲
渡
②

◇
物
件　

鉄
筋
２
階
建
、
診

療
所
兼
住
居

◇
建
物　

３
２
６
㎡
、
土
地

４
１
６
㎡

◇
標
榜
科
目　

内
科
、
小
児

科
他

◇
所
在
地　

阪
急
中
山
駅
よ

り
バ
ス
で
約
12
分
、
バ
ス
停

斜
め
向
か
い

◇
周
辺　

高
層
お
よ
び
中
層

マ
ン
シ
ョ
ン
林
立
（
30
棟
以

上
）。
区
域
内
、
当
院
の
他

医
院
な
し

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
７―

89―

４
６
４

９月
水
金
土　

午
前
９
時
～
午

後
１
時

表　メガソーラー基地試算

図１　旅客数は市予測の半分

図２　2011年度の貨物取扱量（kg）は06年度比
で1/3に 　　　　　　　　　　
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0
200
400
600
800
1000
1200
1400
1600
1800

着陸料決算着陸料見込み

1211100908072006

(100万円)

648648

1,7011,701

図４　実際の着陸料は見込みの３分の１
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図５　2012年度収入決算見込みの内訳

空港用地 153.6ha
発電量見込み 約100MW
建設費 325億円～350億円
年間総発電量 １億1000万～１億3000万KWH
単価 40円/KW
年間収入見込み 44～52億円
年間維持管理費 10億円
年間収益 34～42億円

ご注文は、☎078－393－1807　まで

ご協力を！
署名

窓口負担軽減
消費税増税中止

　

「
神
戸
空
港
開
港
７
年
抗
議

と
学
習
集
会
」
で
、「
ス
ト
ッ

プ
！
神
戸
空
港
」
の
会
が
報
告

し
た
検
証
内
容
を
紹
介
す
る
。

っ
て
は
、
開
港
直
後
の
06
年
度

を
ピ
ー
ク
に
、
11
年
度
は
３
分

の
１
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
図

２
）。
デ
フ
レ
経
済
下
で
、
神

戸
市
だ
け
の
問
題
で
な
い
と
し

て
も
、
い
ず
れ
も
予
測
値
を
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

　

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
着
陸

料
収
入
」。
神
戸
市
は
空
港
の

運
営
に
つ
い
て
「
着
陸
料
収
入

で
運
営
。
収
支
に
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
し
、
空
港
管
理
収

支
の
見
込
み
で
は
、
市
債
償
還

費
と
着
陸
料
見
込
み
が
ほ
ぼ
対

応
す
る
形
で
計
上
さ
れ
て
い
た

（
図
３
）。

　

し
か
し
、
着
陸
料
の
決
算
は

市
予
測
の
３
分
の
１
に
す
ぎ
ず

（
図
４
）、
空
港
の
管
理
収
入

に
占
め
る
割
合
は
26
％
ま
で
ダ

ウ
ン
（
図
５
）。
新
た
な
借
金

で
と
り
つ
く
ろ
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
実
態
は
大
赤
字
だ
。

　

第
３
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
市

税
を
使
わ
ず
に
建
設
し
ま
す
」

と
し
て
き
た
こ
と
。「
市
債
を

発
行
し
、
埋
め
立
て
た
土
地
売

却
で
返
済
す
る
」
と
い
う
の
が

市
の
説
明
だ
っ
た
が
、
売
れ
た

の
は
82
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
８
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
け
。

95
％
が
売
れ
残
り
、
借
金
２
３

０
３
億
円
返
済
の
め
ど
が
た
た

な
い
。
神
戸
市
の
特
別
会
計
で

あ
る
新
都
市
整
備
事
業
か
ら
新

た
に
借
金
す
る
多
重
債
務
に
陥

っ
て
い
る
。

　

第
４
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
関
連

事
業
と
し
て
の
「
海
上
ア
ク
セ

ス
」
問
題
。
関
空
と
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
を
海
上
で
結
ぶ
事
業

で
１
９
８
８
年
に
事
業
開
始

後
、
02
年
に
多
額
の
赤
字
を
抱

え
休
止
し
て
い
た
が
、
06
年
の

神
戸
空
港
後
に
再
開
。
し
か
し

再
開
後
も
赤
字
を
増
や
し
続

け
、
累
積
損
失
は
１
６
７
億
円

に
拡
大
。
神
戸
市
は
、
事
業
体

へ
の
貸
付
金
を
繰
入
金
に
変
換

す
る
「
１
０
０
％
減
資
」
と
い

う
手
法
で
、
市
の
負
債
１
５
８

億
円
を
帳
消
し
に
し
た
。
つ
ま

り
市
民
の
税
金
１
５
８
億
円
が

海
の
藻
屑
に
消
え
た
格
好
で
あ

る
。今

秋
神
戸
市
長
選
挙

空
港
の
今
後
問
お
う

　

神
戸
空
港
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
「
創
造
的
復
興
」
を

象
徴
す
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、

復
興
に
役
立
つ
ど
こ
ろ
か
市
民

の
お
荷
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

　

本
年
秋
に
は
神
戸
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
神
戸
空

港
問
題
は
争
点
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

　

北
岡
氏
は
、
検
証
の
基
準
と

し
て
、
神
戸
市
が
開
港
前
に
発

行
し
た
「
神
戸
空
港
ニ
ュ
ー
ス

Ｎ
ｏ
19
」
な
ど
を
も
と
に
、
実

態
と
比
較
し
た
。

　

第
１
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
旅
客

数
」。
市
は
２
０
１
０
年
度
に

当
初
４
２
０
万
人
、
途
中
修
正

で
４
０
０
万
人
に
な
る
と
見
込

ん
だ
。
し
か
し
旅
客
数
は
07
年

度
の
２
９
７
万
人
を
ピ
ー
ク
に

減
り
続
け
、
11
年
度
は
２
５
６

万
人
と
予
測
値
の
６
割
程
度
。

12
年
度
は
１
月
ま
で
の
10
カ
月

値
で
２
０
１
万
人
に
す
ぎ
な
い

（
図
１
）。
貨
物
取
扱
量
に
至

介
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
風
力
発

電
は
低
周
波
な
ど
で
問
題
は
な

い
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
、「
地
域
に
関
係
の
な
い
企

業
が
勝
手
に
設
置
す
る
こ
と
か

ら
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と

し
、「
地
域
住
民
が
設
置
場
所

も
含
め
て
参
加
し
、
自
ら
が
所

有
者
と
な
っ
て
い
る
国
で
は
、

そ
う
い
う
問
題
は
起
き
て
い
な

い
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

検 証
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「
非
核
の
政
府
を
求
め
る
兵

庫
の
会
」
は
、
２
月
９
日
に
協

会
会
議
室
で
第
27
回
総
会
を
開

催
。
郷
地
秀
夫
副
理
事
長
、
小

泉
勇
理
事
が
引
き
続
き
世
話
人

と
し
て
選
出
、
承
認
さ
れ
た
。

　

「
改
憲
・
核
武
装
論
に
ど
う

い
ど
む
か
」
を
テ
ー
マ
に
小
森

映
さ
れ
て
い
な

い
と
し
、
日
本

国
憲
法
前
文
が

掲
げ
た
「
正
当

に
選
挙
さ
れ
た

国
会
」
に
反
す

る
と
指
摘
。
憲

法
の
理
念
に
基

づ
い
た
政
治
を

つ
く
る
た
め
に

は
、「
九
条
の

陽
一
氏
（
九
条
の
会
事
務
局
長

・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
が

記
念
講
演
し
74
人
が
参
加
し

た
。

　

小
森
氏
は
昨
年
末
に
行
わ
れ

た
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
小

選
挙
区
制
度
に
よ
っ
て
多
く
の

死
票
が
生
み
出
さ
れ
民
意
が
反

会
」
な
ど
草
の
根
の
運
動
を
大

き
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係

悪
化
に
つ
い
て
の
会
場
か
ら
の

質
問
に
答
え
て
、「
北
東
ア
ジ

ア
の
核
武
装
に
つ
い
て
の
六
カ

国
協
議
」
で
、
日
本
政
府
が
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

核
武
装
解
除
に
つ
な
が
り
、
領

土
問
題
の
解
決
の
展
望
も
開
け

る
と
し
た
。

　

姫
路
市
夢
前
町
で
民
間
事
業

者
が
計
画
し
て
い
る
安
定
型
産

業
廃
棄
物
処
分
場
に
つ
い
て
、

地
元
住
民
ら
で
つ
く
る
「
夢
前

町
の
自
然
を
愛
す
る
会
」
は
２

月
６
日
、
３
万
９
６
０
２
人
分

の
反
対
署
名
を
市
と
中
播
磨
県

民
局
に
提
出
し
た
。
同
会
の
署

名
提
出
は
５
回
目
で
、
の
べ
10

万
２
３
９
筆
と
な
っ
た
。

　

同
会
の
山
本
弘
会
長
ら
は
環

境
局
の
中
澤
悟
局
長
に
署
名
を

手
渡
し
「
私
た
ち
が
反
対
し
て

い
る
の
は
、
何
よ
り
も
今
後
育

っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
た

め
」「
行
政
は
市
民
の
安
全
・

安
心
を
ま
も
っ
て
ほ
し
い
。
10

万
人
の
署
名
が
集
ま
っ
た
重
み

を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
た
が
、
中

澤
局
長
は
「
重
み
は

受
け
止
め
る
が
、
法

律
上
の
要
件
が
ク
リ

ア
さ
れ
れ
ば
建
設
を

許
可
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
市
の
立
場
を

説
明
し
た
。

　

処
分
場
は
、
姫
路

市
内
の
業
者
が
計
画

し
て
お
り
、
西
日
本

最
大
級
の
規
模
で
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ガ

ラ
ス
・
ゴ
ム
、
金
属

く
ず
な
ど
を
素
掘
り

し
て
埋
め
立
て
る
計
画
で
、
有

害
物
質
の
流
出
な
ど
に
よ
る
周

辺
地
域
の
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
協
会
は
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
医
療
者
の
立
場
か
ら
、

建
設
許
可
を
認
め
な
い
よ
う
求

め
る
意
見
書
を
昨
年
の
６
月
に

採
択
し
姫
路
市
へ
提
出
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
姫
路
・
西
播
支
部
で

は
こ
の
問
題
を
会
員
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
建
設
許
可
を
出

さ
な
い
よ
う
求
め
る
院
長
署
名

を
集
め
、
す
で
に
２
０
０
筆
超

の
署
名
を
提
出
し
て
い
る
。

　

地
元
開
業
医
か
ら
も
「
建
設

さ
れ
れ
ば
、
夢
前
町
の
自
然
が

汚
染
さ
れ
る
」「
県
や
市
は
住

民
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
年
６
月
７
・
８
日
実
施

の
、
県
内
各
地
の
大
気
中
二
酸

化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
濃
度
の
測

定
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
極
端

に
汚
染
の
ひ
ど
い
地
点
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
国
道

43
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
主
要

道
路
の
そ
ば
で
は
環
境
基
準
を

超
え
る
値
が
依
然
と
し
て
あ

り
、
県
内
で
汚
染
度
の
格
差
が

生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
（
図
）。

　

調
査
は
、
県
下
の
大
気
汚
染

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
県
内

の
公
害
・
環
境
団
体
な
ど
が
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
、
91
年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

県
内
各
地
か
ら
２
千
個
超
の
調

査
サ
ン
プ
ル
が
集
ま
り
、
協
会

で
も
91
医
療
機
関
か
ら
１
６
９

個
の
サ
ン
プ
ル
協
力
を
得
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
新
た
に
歩

道
橋
上
へ
の
カ
プ
セ
ル
取
り
付

け
も
行
わ
れ
、
国
道
43
号
線
や

２
号
線
の
歩
道
橋
で
、
周
辺
地

域
よ
り
も
非
常
に
高
い
値
が
観

測
さ
れ
た
。
垂
水
区
の
高
速
道

路
に
か
か
る
歩
道
橋
で
は
基
準

値
40
～
60
ｐ
ｐ
ｂ
を
超
え
る
１

４
５
ｐ
ｐ
ｂ
を
観
測
し
、
周
辺

の
平
均
値
の
約
５
倍
と
な
っ
て

い
る
。
小
学
生
や
幼
児
の
通
学

路
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
60
ｐ
ｐ
ｂ
を
超
え
る
と

こ
ろ
も
見
ら
れ
、
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
大
気
汚
染

の
改
善
に
向
け
、
自
動
車
交
通

量
規
制
や
環
境
基
準
の
見
直

し
、
神
鋼
石
炭
火
力
発
電
所
か

ら
の
環
境
汚
染
物
質
の
排
出
規

制
や
情
報
公
開
な
ど
を
国
や
兵

庫
県
、
神
戸
市
に
引
き
続
き
求

め
て
い
く
予
定
。
協
会
も
環
境

・
公
害
対
策
部
会
を
中
心
に
今

後
も
協
力
し
て
い
く
。

小
森
陽
一
氏
が
記
念
講
演

姫路市環境局長（右手奥）に地元住民が
建設中止を訴えた　　　　　　　　　　

六甲

港湾
幹線
道路

阪神高
速

国道43
号線

２号線

95号線

灘

六甲道

新在家
大石

〈患者〉国保
〈診療年月〉2012年○月
〈傷病名〉
　うつ病、高血圧症、高脂血症、不眠症
〈実日数〉１日
〈請求内容〉

（12）再診料・明細書発行体制等加算
� 70×１
（80）通院精神療法（30分未満）１回
� 330×１
　処方せん料（６種類以下）� 68×１
　一般名処方加算� ２×１
　長期投薬加算� 65×１

〈減点内容〉
　保険者からの「『処方せん料』の算定
誤り。７種類以上の内服薬投与時は（40
×１）点での算定でいかがでしょうか」
との再審査申出によって査定。
� 68×１→40×１
〈処方せん内容〉

［１］ドグマチール錠50㎎　１錠
　　　ソラナックス0.4㎎錠　１錠
� 分１・夕食後28日分
［２］トレドミン錠15㎎２錠
� 分２・朝夕食後　28日分
［３］メインテート錠2.5　2.5㎎　１錠
� 分１・朝食後　28日分
［４］レスリン錠50　50㎎　１錠
　　　レスリン錠25　25㎎　１錠
　　　【般】エチゾラム錠１㎎　３錠
　　　ドラール錠15　15㎎　１錠
　　　ダルメートカプセル15　15㎎　１cap
� 分１・就寝前　28日分
［５］屯服　不眠時　医師の指示通り
　　　ユーロジン２㎎錠　１錠
� 28回分

　内服薬の種類数を計算すると、１単位
当たりの薬価は、［１］は25.4円で１種
類、［４］については、一般名処方を行
った場合には「［種類］の計算にあたっ
ては、該当する医薬品の薬価のうち最も
低いものの薬価とみなす」とされている
ため、一般名「エチゾラム錠１mg」の
最低薬価は１錠6.0円で、［４］の１単位
合計薬価は184.5円になるため、１種類
となる。このため［１］～［４］で合計４
種類となり、処方せん料は68点で間違い
なく不当減点である。
　これを、保険者においては、薬局から
出されたレセプトでは「エチゾラム錠」
として「デパス錠」（薬価40.2円）が調

剤されたため、［４］の１単位合計薬価
が206.7円で４種類になり、［１］～［４］
で計７種類以上として再審査を申し立て
たものと思われる。
　医科レセプトで「一般名処方加算」の
算定がある場合に、どの薬剤が一般名で
処方されたかは調剤レセプトからは不明
である。このため、国保審査委員会で
は、医科レセプトで「一般名処方加算」
の算定がある場合は、上記のような理由
での処方せん料の減額査定はしない取り
扱いとされている。当該事例については
審査上の誤りとしているが、このような
不当な申し出がないように一般名処方の
場合の薬価計算の取り扱いについて、保
険者への周知徹底を求めたい。

《参考》多剤投与（１処方につき７
種類以上の内服薬の投与）の考え方
①内服薬のみ対象とし、「種類」に
ついては次のように計算する。
（１）錠剤、カプセル剤について
は、１銘柄ごとに１種類と計算す
る。
（２）散剤、顆粒剤及び液剤につい
ては、１銘柄ごとに１種類と計算す
る。
（３）（２）の薬剤を混合して服薬
できるよう調剤を行ったものについ
ては、１種類とする。
（４）薬剤料に掲げる所定単位当た
りの薬価が205円以下の場合には、
１種類とする。
②常態として投与する内服薬が７種
類以上の場合で、臨時に投与する薬
剤については対象としない。
③臨時に投与する薬剤とは連続する
投与期間が２週間以内のものを指
し、２週間を超える投与期間の薬剤
は常態として投与する薬剤として扱
う。なお、投与中止期間が１週間以
内の場合は、連続する投与とみなし
て計算する。
《参考》内服薬の所定単位の考え方
　１剤１日分が１単位。１剤とは服
用時点、服用回数が同じであるも
の。なお、次の場合は、服用時点、
服用回数が同じでも別剤になる。
ア　配合不適等調剤技術上の必要性
から個別に調剤した場合
イ　固形剤と内用液剤の場合
ウ　内服薬とチュアブル錠などのよ
うに服用方法が異なる場合

処方せん料の不当減点事例
―保険者の一般名処方の薬剤種類数計算の誤り―

　会員の皆様にご利用
いただいています協会
提携融資制度は、みな
と銀行等７行が取り組
んでいますが、10月か
ら京都銀行が新たに加
わりました。
　ぜひご利用くださ
い。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座は、社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817　融資部・田村まで

協会提携融資制度
京都銀行が加わりました

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ 1000万円

設備資金 1.075％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ 3000万円

融資部より

2012年11月１日現在

草
の
根
運
動
広
げ

憲
法
に
基
づ
く
政
治
を

非
核
の
会　

総
会

夢前の自然まもって

住民団体が署名10万筆を提出

夢前町産廃処分場建設反対の声が広がる

幹
線
道
路
沿
い
の
汚
染
つ
づ
く

２
０
１
２
年
空
気
の
汚
れ
全
県
調
査
結
果

●：60以上　 ：40以上60未満
○：20以上40未満　◎：20未満
※環境基準は40～60のゾーン内
（単位は全てppb）

図　灘区の調査結果



保険医年金保険医年金グループ保険グループ保険
月払:１口１万円～／一時払:１口50万円～

医師・歯科医師の老後設計に最適です

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年高配当を継続 過去５年平均47％を配当
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせていつでも増額･減額可

 ４月１日受付開始

・急な出費にも１口単位で解約可能
・払込が困難なときは掛金中断、余
裕ができたら掛金再開

ご加入者が5000人を超えました。
いま話題のネット生保と比べてください

　

自在性が
魅力！

掛
金

休業保障制度休業保障制度
募集再開しました！

病気やケガの時も安心して療養
１．最長730日の充実保障
２．自宅療養、代診をおいても給付
３．掛金は満期まで上がりません
４．掛け捨てではありません
５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６．弔慰・高度障害給付あり
７．所得補償保険との重複受給OK

ご家族、スタッフも加入いただけます

所得補償保険所得補償保険

２０１３年（平成２５年）３月５日（毎月３回５・15・25日発行） 兵 庫 保 険 医 新 聞 （昭和43年６月12日第三種郵便物認可） 第１７１２号（５）

　

幕
末
か
ら
維
新
の
時
代

は
、
革
命
に
匹
敵
す
る
日
本

国
家
構
造
の
大
変
動
の
時
期

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
に
描
写

さ
れ
た
り
、
撮
影
さ
れ
た
資

料
は
貴
重
で
限
ら
れ
て
い

る
。
カ
メ
ラ
や
筆
写
器
具
の

乏
し
か
っ
た
当
時
で
は
仕
方

が
な
か
っ
た
。

　

写
真
は
フ
ラ
ン
ス
で
発
明

さ
れ
、
長
崎
に
伝
わ
っ
た
写

真
機
（
１
８
４
８
）
を
手
に

入
れ
た
上
野
彦
馬
の
父
、
上

野
俊
之
丞
が
薩
摩
藩
主
・
島

津
斉
彬
を
撮
影
し
た
銀
板
写

真
が
、
日
本
人
の
手
に
よ
る

入れ歯（義歯）に名前？
三田市・歯科　　福田　俊明

自 慢自 慢

地 
元
自 慢自 慢

私
の

⑳

★

神戸支部　田中　孝明
長田のお好み焼き屋とそばめし

芸 術

紹 介
Art

⑭

19
世
紀
末
の
日
本
の
素
顔
㊤

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
（
１

８
５
７
）。

　

そ
の
後
、
尾
張
藩
主
徳
川

慶
勝
が
写
真
研
究
と
撮
影
に

関
心
を
示
し
、
自
身
像
（
１

８
６
２
）
や
名
古
屋
城
内
や

江
戸
上
屋
敷
の
市
谷
邸
な
ど

の
写
真
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
慶
勝
（
55
歳
）
の
高
須

四
兄
弟
（
一
橋
茂
徳
48
歳
、

会
津
松
平
容
保
44
歳
、
桑
名

松
平
定
敬
33
歳
）
の
ち
ょ
ん

ま
げ
を
切
り
洋
装
に
身
を
正

し
た
記
念
写
真
は
、
銀
座
で

新
し
く
開
業
し
た
写
真
館
で

撮
影
さ
れ
た
（
１
８
７
８
、

左
写
真
）。

　

１
８
６
２
年
に
羽
織
袴
姿

で
撮
影
さ
れ
た
時
の
容
姿
と

16
年
後
と
い
う
幕
末
の
激
動

を
体
験
し
た
後
の
姿
を
比
べ

て
み
る
。
服
装
の
変
化
と
と

も
に
表
情
の
変
化
、
殿
さ
ま

か
ら
平
民
へ
の
身
分
変
化
、

兄
２
人
は
勤
王
、
弟
２
人
は

佐
幕
と
た
も
と
を
分
か
っ
た

彼
ら
の
気
持
ち
を
推
察
す
る

と
感
慨
深
い
。

　

維
新
時
代
を

題
材
に
し
た
物

語
や
歴
史
小
説

に
興
味
の
あ
る

読
者
に
と
っ
て

は
、
写
真
を
見

な
が
ら
本
を
読

む
と
、
ま
た
違

っ
た
感
じ
が
湧

い
て
く
る
。

�

（
つ
づ
く
）

　

松
か
ざ
り
も
あ
り
、
正
月
気

分
も
抜
け
き
ら
ぬ
１
月
10
日
、

県
警
・
有
馬
署
か
ら
の
電
話
。

前
日
に
発
見
さ
れ
た
大
沢
（
神

戸
市
北
区
）
で
の
腐
乱
一
部
白

骨
化
死
体
の
件
と
か
。
何
事
か

と
緊
張
気
味
で
待
っ
て
い
ま
す

と
署
員
の
方
が
来
院
。
名
刺
交

換
の
後
、
や
お
ら
出
さ
れ
た
口

腔
内
写
真
と
上
下
顎
の
義
歯
。

こ
と
か
ら
人
物
名

が
判
別
し
た
そ
う

で
あ
る
。
家
族
に

連
絡
を
取
り
、
着

用
衣
服
か
ら
本
人

で
あ
ろ
う
と
言
わ

れ
た
。
そ
し
て
家

族
の
話
か
ら
、
Ａ

さ
ん
本
人
が
よ
く

来
院
し
て
い
た
福

田
歯
科
を
聞
い
て

訪
問
と
な
っ
た
ら

し
い
。
パ
ノ
ラ
マ

レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
、
カ
ル
テ
な
ど

か
ら
本
人
確
認
が

　

神
戸
市
の
下
町
文
化
が
根

づ
く
長
田
区
は
お
好
み
焼
き

屋
が
多
く
、
独
自
の
食
文
化

が
存
在
し
ま
す
。
な
か
で

も
、
代
表
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
の

そ
ば
め
し
。
そ
の
発
祥
の
由

来
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま

す
。

　

地
元
の
工
員
が
忙
し
か
っ

た
の
で
、
焼
き
そ
ば
と
ご
飯

を
一
緒
に
炒
め
て
、
と
言
っ

た
と
か
、
近
所
の
人
が
家
庭

の
残
り
物
の
ご
飯
を
持
っ
て

来
て
つ
い
で
に
炒
め
て
、
と

言
っ
た
と
か
諸
説
あ
り
ま

す
。
長
田
の
家
庭
料
理
と
い

う
説
も
。

　

作
り
方
は
鉄
板
の
上
で
ま

ず
焼
き
そ
ば
を
作
っ
て
、
さ

ら
に
ご
飯
を
加
え
て
、
そ
ば

を
こ
て
で
細
か
く
刻
む
よ
う

に
し
て
、
同
時
に
炒
め
る
と

完
成
で
す
。

　

店
内
は
近
所
の
人
達
の
交

流
の
場
と
し
て
も
、
い
つ
も

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

栄
養
的
に
は
炭
水
化
物
×

炭
水
化
物
で
、
最
近
流
行
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
全
く
正
反

対
で
あ
る
し
、
ラ
ー
ド
油
を

使
用
す
る
の
も
あ
ま
り
健
康

的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
長
田
の
そ
ば
め

し
に
は
、
昨
今
の
健
康
ブ
ー

福
と
い
っ
て
、
場
所
は
ま
さ

し
く
長
田
の
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
下
町

に
あ
り
ま
す
。

　

「
近
所
の
人
し
か
来
て
い

ら
ん
」
と
言
う
頑
固
で
ダ
ン

デ
ィ
な
店
主
と
気
さ
く
な
奥

さ
ん
の
お
店
で
、
何
を
食
べ

て
も
満
足
し
ま
す
が
、
お
す

す
め
は
や
は
り
、
そ
ば
め
し

で
す
。
味
に
関
し
て
は
活
字

に
上
げ
る
よ
り
、
体
験
し
て

い
た
だ
け
た
ら
よ
ろ
し
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
持
ち
帰
り
で
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で

よ
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　北朝鮮が２月12日に行った核実験に対して、当協会は２月14日
下記抗議文を北朝鮮国防委員会等関係機関に送付した。　　　　

� 2013年２月14日　　
朝鮮民主主義人民共和国� 兵庫県保険医協会　
金正恩�国防委員会第一委員長� 理事長　池内　春樹

北朝鮮の核実験強行に抗議する
　北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）は２月12日、３回目の核実験を強
行し、世界とアジア諸国から、強い批判と懸念の声が広がっている。
　これは、1992年の朝鮮半島非核化共同宣言、2002年の「日朝平壌宣
言」、2005年の６カ国協議共同声明で貴国が行ってきた合意を踏みにじ
るものである。
　また昨年末の国連総会では、「核兵器全面禁止条約の締結に向けた協
議開始」を求める決議が圧倒的多数の賛成で採択され、この決議には貴
国も含め中国、インド、パキスタンといった核兵器保有国も賛成票を投
じた。
　今回の核実験は、世界の流れである「核兵器のない世界」に明らかに
逆行するもので、被爆者をはじめ核兵器廃絶を切望する世界の多くの人
々の期待や願いを裏切るものである。
　また、日本政府が今回の核実験を口実に、集団的自衛権の行使容認や
自衛隊の強化など北東アジアにおける平和を脅かすことのないよう強く
求める。
　私たちは命を守る医師として、アジアの平和を脅かす北朝鮮の指導部
に、国連安保理決議を順守し、６カ国協議の共同声明に立ち返り、国際
社会の責任ある一員としての道をすすむことを強く求める。
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はじめに
　血算は数ある臨床検査の中で最も基本
的な検査ですが、実に豊富な情報をもっ
ています。しかし残念ながら、血算の情
報は臨床現場で必ずしも十分に活かせて
いないように思います。
　とりわけ血算が重大な病態や疾患を示
唆していても、その情報が見逃されてい
ることも少なくありません。
　ここでは、①高齢者の貧血、②著明な
大球性貧血、③網赤血球増加を伴う貧
血、④赤血球増加症、⑤進行性の白血球
増加症、⑥白赤芽球症、⑦異型リンパ球
を伴う白血球減少症、⑧高度の出血傾向
を伴う血小板減少症、⑨慢性の高度血小
板増加症、⑩高度の汎血球減少症の10症
例を取り上げます。
　もし、このような患者さんが先生のク
リニックを受診されたら、先生はどう考
えて、どう対応されるでしょうか。

〈症例１〉71歳男性　労作時息切れ
　半年前から心窩部と右季肋部に違和感
が出現し、３カ月前から疲れやすさと労
作時息切れあり。当院受診時の血算。
WBC 5,600 Hb 6.2
MCV 67.7 PLT 30.3万

貧血の鑑別のポイント
　MCV（正常81～100）が67.7flと高度小
球性であり、鉄欠乏性貧血を最も疑う。
　高齢者の鉄欠乏性貧血であれば、慢性
の消化管出血による鉄欠乏性貧血の可能
性が高い。
　貧血の鑑別には、MCVが有用。①80
以下（小球性貧血）、②81～100（正球性
貧血）、③101以上（大球性貧血）の三つ
に分類して鑑別する（右表）。
診断と経過
　鉄欠乏性貧血。�
　Fe９μg/dl↓　TIBC444μg/dl↑　フ
ェリチン6.3ng/ml↓であり、典型的な鉄
欠乏性貧血。上部消化管内視鏡で出血の
原因である進行胃癌（図１）が見つか
り、腹部CTでは多発性肝転移とリンパ
節転移（図２）が判明した。
見逃してはいけない
　高齢者の貧血を見たら消化管出血、特
に消化器の癌を見逃してはいけない。

〈症例２〉72歳男性　原因不明の貧血
　進行性の貧血があるが、上部・下部内
視鏡検査で異常なし。３カ月で15㎏の体
重減少もある。２カ月前と今回の血算。

２カ月前の血算→今回の血算
WBC 4,200 4,300
RBC 308万 226万
Hb 12.1 9.7
Ht 35.2 27.5
MCV 114.2 121.7
MCH 39.3 42.9
PLT 19.4万 20.5万

貧血の鑑別のポイント
　MCVが121.7flと高度大球性であり、ま
ず巨赤芽球性貧血を疑う。胃切除の病歴
はないので、悪性貧血（ビタミンＢ12欠
乏性貧血）を最も考える。
診断と経過
　悪性貧血。
　ビタミンＢ12120pg/ml↓　抗内因子抗
体陽性。�
　ビタミンＢ12の投与を開始したところ
約１カ月で貧血は消失し、数カ月で体重
は元に戻った。
見逃してはいけない
　高齢者で高度の大球性貧血（MCV＞
120）を見たら、悪性貧血を見逃さない。

〈症例３〉64歳男性　黄疸
　黄疸（T.Bil3.0㎎/dl、I.Bil2.2㎎/dl）を
指摘されて入院。入院時の血算。

WBC 9,200 RBC 155万
Hb 6.6 Ht 18.6
MCV 119.8 MCH 42.3
PLT 31.1万 Ret 34.0％
Ret 52.7万

貧血の鑑別のポイント
　Ret（網赤血球）が34.0％と著明に増
加し、間接ビリルビンが高値であり、溶
血性貧血を最も疑う。
診断と経過
　自己免疫性溶血性貧血。
　クームズテスト　直接３＋、間接３＋。
　ステロイド開始１カ月後には、
Hb11.3g/dlまで改善。�
見逃してはいけない
　貧血で網赤血球増加を見たら、まず急
性出血か溶血性貧血を見逃さない。

〈症例４〉37歳男性　Hb18.6g/dl
　人間ドックでHb18.6g/dlと多血症を指
摘。人間ドックの血算。

WBC 6,000 分画正常
RBC 638万 Hb 18.6
Ht 55.8 MCV 87.3
MCH 29.2 PLT 14.0万

赤血球増加症の鑑別のポイント
　白血球・血小板はほぼ正常であり、真
性赤血球増加症は否定的。低酸素血症を
きたす基礎疾患もなく、二次性赤血球増
加症も否定的。喫煙と大量飲酒あり、ス
トレス赤血球増加症を疑う。
診断と経過
　ストレス赤血球増加症。
　SpO2、エリスロポエチンとも正常。
　禁煙と節酒の指導を行った。
見逃してはいけない
　赤血球増加、白血球・血小板正常を見
たら、まずストレス赤血球増加症を疑う。
　最も多い原因が喫煙。

〈症例５〉74歳男性　進行性白
血球増加症
　６年前に冠動脈バイパス術、４年前に

聖路加国際病院　血液内科　　岡田　定先生講演

見逃してはいけない血算（上）

大腸癌手術。進行性の白血球増加あり紹
介。
　２年前と４カ月前の血算。

２年前の血算→４カ月前の血算
WBC 14,500 20,000
骨髄球 0.5 3.5
後骨髄球 1.0
桿状核球 ０ ０
分葉核球 80.0 77.0
好酸球 0.5 1.0
好塩基球 3.5 4.0
リンパ球 12.0 11.5
単球 3.5 2.0
Hb 13.6 13.8
PLT 31.1万 30.3万

白血球増加症の鑑別のポイント
　特に誘因なく白血球が増加し、骨髄球

や後骨髄球の出現、好塩基球の増加あ
り、慢性骨髄性白血病を最も考える。
診断と経過
　慢性骨髄性白血病。
　フィラデルフィア染色体陽性、BCR/
ABL融合遺伝子陽性。
　イマチニブ（グリベックⓇ）の使用に
より、血液学的寛解を得た。
見逃してはいけない
　白血球増加症で骨髄球・後骨髄球・好
塩基球増加を見たら、慢性骨髄性白血病
を見逃さない。

文献
岡田　定：「誰も教えてくれなかった血
算の読み方・考え方」医学書院、2011
 （次号につづく）

審査･指導相談日 ●３月14日（木）15時～　●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで　歯科は随時 ☎078－393－1809まで
※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 

表　MCVによる貧血の鑑別

小球性貧血 正球性貧血 大球性貧血
（MCV≦80） （MCV＝81～100） （MCV≧101）

１）鉄欠乏性貧血
２）二次性貧血
　　悪性腫瘍、感染症
　　膠原病、肝疾患
　　腎疾患、内分泌疾患
　　低栄養、妊娠
３）サラセミア
４）鉄芽球性貧血

１）出血性貧血
２）溶血性貧血
３）骨髄低形成
　　再生不良性貧血
　　赤芽球癆
４）二次性貧血
５）白血病
６）骨髄異形成症候群

１）巨赤芽球性貧血
　　ビタミンＢ12欠乏
　　（悪性貧血、胃切除後）
　　葉酸欠乏
２）肝疾患、甲状腺機能低下症
３）網赤血球増加
　　急性出血、溶血性貧血
４）白血病
５）骨髄異形成症候群
６）抗腫瘍剤使用

図１　上部消化管内視鏡 図２　腹部CT

こどもの整形外科疾患
ーその診かたと留意点ー

日　時　３月23日（土）17時～19時　会　場　協会会議室
講　師　千葉こどもとおとなの整形外科　院長　亀ヶ谷　真琴　先生
共　催　日本メディカルネクスト株式会社

第483回診療内容向上研究会

　整形外科学は、本来その英語表記（Ortho-pedics）からわかるように、Ortho
（まっすぐに矯正）とPedics（小児）の二つの言葉から作られた造語です。つま
り、現在の整形外科学は小児から発展した学問であり、創成期には、小児の先天
性あるいは後天性疾患の治療が中心であったものと思われます。しかし、いま小
児整形外科として特化される背景には、昨今の少子高齢化に伴い、研修医が研修
施設である大学病院や地域の中核病院で小児整形外科疾患を経験する機会が非常
に少なくなっていることがあります。いまでは、ほとんどの整形外科医が経験す
ることのない疾患になっています。その結果、必要な処置が遅れたり、不必要な
治療が行われたりする事例が、徐々に多くなっているのも事実です。小児期の疾
患は、その後の成長に大きく影響する場合があり、極端に言えばその人間の一生
を大きく左右する可能性があります。この機会に、小児整形外科疾患の診断にお
けるコツと留意点についてお話したいと思います。� 【亀ヶ谷　記】


